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医療法人はぁとふる 運動器ケアしまだ病院  理事長

報酬改定の違和感
リハの定義を見据えた
議論を

　日本においては、医療・介護のあり方と経営の
方向性や現場での仕事の中身は、その時々の制度
のあり方の議論と、診療･介護報酬の改定により
大きな影響を受けます。リハビリテーション（以
下、リハ）においても、その枠組みは同じです。
　例えば、2006（平成18）年には、リハ実施にお
ける日数に制限が導入され、疾患別に上限日数が
設定されたときに大きな影響が生じました。改定
の結果「リハビリ難民」問題が顕在化したので
す。これは、医療保険で長期リハを受けていた高
齢者が「リハ打ち切り」となって、これからどう
すればいいのかと混乱をきたし、メディアが「リ
ハビリ難民」として報道したことで、大きな話題
となりました。
　まとめれば、要介護の高齢者への医療保険での
維持期リハを診療報酬にて請求していることの改
革が生んだ事象です。確かに、リハ実施期間が制
度により一律に制限されることには異論があって
当然です。そこで行政も除外規定を少しずつ拡充
し、経過措置が追加されることでいくぶん混乱が
緩和され、最終的には2018（平成30）年の改定で
維持期リハの経過措置が終了しました。現在で
は、医療保険でのリハが終了した後は、介護保険

の通所・訪問リハが生活期リハとして機能してい
ます。しかし、いまだに医療保険下でのリハを望
み、要介護認定を受けない高齢者も一部存在して
いるようです。
　こうしたリハに関する改定についての議論にお
いて、リハの定義や意味している内容がその都度
変わっているように感じられ、時に違和感を覚え
ます。経営の視点では報酬が削減され、結果的に
減収となることが危惧されることから、リハの対
象者の概念が拡大するようになりますし、一方、
医療としてのリハの視点では、医療保険でのリ
ハの対象者は絞られることにもなると思われま
す。
　超高齢社会となり、生活期リハや介護の対象者
が増加する一方で、実際にリハや介護を行う人員
に制限が生まれることが予測されます。そこで、
制度そのものや報酬の具体的中身の議論はさらに
熱を帯びてくるでしょう。その議論の焦点がぼや
けることがないように、少なくとも、医療的リハ
が必要な人への提供が削減されることが絶対にな
いように、定義をしっかり見据えて、議論に参加
するという姿勢が求められるのではないかと考え
ています。

巻頭言
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※このページ以降の誌面をご覧いただく場合は、
当協会への入会が必要です。 

ご入会のお手続きは下記へ 
↓ 

【入会について】 
https://www.rehakyoh.jp/about-join




